
44｜ 千代田区緑の基本計画

第5章 将来像の実現に向けた施策の展開

緑の質を維持・向上させていく…
仕組みの構築

地域に合った区民・企業参画の…
仕組みの構築

千代田区の歴史が育んできた
緑の拠点の保全・活用

都市の強靭性と持続性を高める…
緑の創出

賑わいや快適さが続く…
緑のネットワークの構築

誰からも愛される
都市のサード・プレイスとなる
緑の創出

将来像の実現に向け、６つの基本方針に基づき、施策を展開します。

施策の体系
1-1 大骨格の緑の保全

1-3 外濠リングの形成

1-2 内濠リング周辺の利用性向上

1-4 歴史的に重要な緑の保全

5-1 整備した緑地の質を維持・改善し続けていく体制づくり、支援

5-2 区民・企業等が主体となる緑の維持管理、運営

5-3 緑地整備時における維持管理・運営体制の構築

2-2 生物の移動等に配慮した、美しい景観を創る緑のネットワークの形成

2-3 風格ある河川沿いの景観形成に寄与する緑づくり

2-4 道路の再編に応じた緑の創出

2-1 歩いて楽しい歩行・滞留空間の形成

3-2 神田川の流域治水対策の推進

3-3 災害時に機能する緑の整備

3-4 暑熱環境の緩和、エネルギー消費軽減のための緑化推進

3-1 雨水の流出抑制機能を有する緑地等の整備

4-2 公共施設におけるオープンスペースの創出

4-5 公園の機能向上、拡充

4-3 地域の歴史や文化に触れる空間づくり

4-6 暫定空地における利用促進

4-4 公園等の整備、リニューアル

4-7 緑化の推進

4-1 まちづくりと連携したオープンスペースの創出

6-2 地域の状況に則した緑の活動体制の構築

6-5 緑に関するデータ分析と分析結果に基づく取組展開

6-3 緑に関わる区民等を増やしていくための普及啓発

6-4 他自治体との連携の構築

6-1 区民等の緑に関するニーズの継続的な把握

１ 歴史をつなぐ歴史をつなぐ

2 空間をつなぐ空間をつなぐ

3 安心をつなぐ安心をつなぐ

5 未来につなぐ未来につなぐ

6 緑とのつながりを創造する緑とのつながりを創造する

4 人とまちの縁をつなぐ人とまちの縁をつなぐ
えんえん



第 5 章　将来像の実現に向けた施策の展開 ｜45

　　　　　－千代田区の歴史が育んできた緑の拠点の保全・活用－

11　歴史をつなぐ　歴史をつなぐ

1　大骨格の緑の保全
①　皇居・皇居外苑・北の丸公園・内濠・日比谷公園・外濠等の緑の保全
・�内濠リングを構成する皇居、北の丸公園、内濠等、外濠リング
を構成する外濠、その間を埋めるように配置されている日比谷
公園等は、本区及び東京23区にとっての緑の大骨格と位置づ
け、社会・経済等の大きな変化に際しても、将来にわたり継承
されるよう、史跡や都市計画公園・緑地として、国・東京都等
と連携して保全を図ります。
・�特に民間敷地が隣接する外濠周辺では、東京都風致地区条例、
紀尾井町地区地区計画の運用等を活用するとともに、外濠の水
質改善、外濠沿いの樹木の保全・育成、適正化に取り組みます。

②　崖線における緑の保全
・�自然の地形を都市の中に残す崖線の緑は、本区を超えて南北に
続く東京の緑の骨格の一つであり、貴重な緑のまとまりを成す
空間ともなっていることから、企業の開発等に対して崖線にお
ける緑の喪失防止を要請し、また樹林等の所有者の負担を軽減
する支援の拡充を検討します。

③　都市計画中央公園における複数管理主体の一体的な管理・活用に向けた連携
・�都市計画中央公園（北の丸公園、皇居東御苑、皇居外苑、日比谷公園、千鳥ヶ淵公園、千鳥ヶ淵戦没者墓苑、九段
坂公園）を、東京都、環境省と連携して、一体的に管理・活用していくための協議等を継続していきます。
・�都市計画公園の未開設部分の整備による開設を目指します。

④　日比谷公園周辺の回遊性、緑の連続性の確保
・�日比谷公園周辺の一体的な魅力向上に向けて、東京都による日
比谷公園の管理運営や企業等による内幸町周辺のまちづくりと
積極的に連携をするとともに、回遊性、緑の連続性を確保する
ための整備を推進します。

内濠

日比谷公園とその周辺

崖線の緑（錦華公園付近）
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2　内濠リング周辺の利用性向上
①　内濠沿いの道路緑化の充実と休息スペースの確保
・�皇居周辺道路景観整備計画に基づき、内濠沿いの道路が水と緑
を楽しめる空間となるよう、緑化や休息スペースの確保を進め
ます。

②　内濠の水質改善
・�内濠周辺の大規模開発時等における地域貢献として、内濠の水
質改善を誘導していきます。

3　外濠リングの形成
①　外濠沿いのさくら並木の保全
・�区の花さくら再生計画に基づき、さくらサポーター制度や千代田区さくら基金の運用を通じて、さくら並木の保
全を図ります。

②　外濠沿いの公共公益施設における緑の保全・創出
・�外濠周辺の緑を厚く、また質の高いものとしていくため、外濠沿いの公共公益施設について、外濠との緑の連続
性を意識した緑化、維持管理を行うとともに、緑地の利便性向上を図ります。

③　外濠沿いの道路緑化
・�外濠周辺の緑を厚く、また質の高いものとしていくため、東京都と連携して、外濠沿いの道路緑化を進めます。

内濠沿いの道路（代官町通り）

千鳥ヶ淵のさくら
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④　外濠沿いの利用空間の創出
・�外濠沿いがより楽しめる場所となるよう、護岸の修景緑化や橋
詰における水辺眺望スペースの整備を図ります。

⑤　都市開発や道路と連携した水辺の景観整備、散策路等の整備
・�今後の都市開発や道路整備の機会を活かし、それらの事業との連携によって、良好な水辺の景観形成や散策でき
る空間の創出等を図ります。

4　歴史的に重要な緑の保全
①　社寺林など重要な樹木の保全、維持管理
・�社寺林など歴史的に重要な緑や、界隈のシンボルとして区民等から親しまれる樹木等を、保存樹制度や景観重要
樹木制度の運用を通じて積極的に保全していくとともに、樹木等の所有者の負担を軽減する支援の拡充を検討し
ていきます。

外濠公園

神田明神 日枝神社
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　　　　　－賑わいや快適さが続く緑のネットワークの構築－

22　空間をつなぐ　空間をつなぐ

1　歩いて楽しい歩行・滞留空間の形成
①　�多様な行動パターンを想定した、歩行空間における 

快適性の確保、滞留場所となるオープンスペースの創出
・�歩きたくなる、歩いて楽しい歩行・滞留空間の形成に寄与する
オープンスペースを創出していきます。
・�道路の性格に応じて多様な行動パターンを想定し、民間敷地、
道路、公園等の管理者と連携・調整し、道路と沿道敷地等を、
移動、散策、余暇、イベント等の様々な用途で使いながら、多
様な交流を創出していきます。

②　道路空間の活用
・�道路空間の利活用ニーズは多様化し、歩行者の快適な移動、多様な活動の場、緑のあるオープンスペースとして
の活用も期待されています。エリアマネジメント活動や地域のイベントなどの活用も想定した道路空間のあり方
について検討していきます。
・�コミュニティ活性化や新型コロナウイルス感染症の発生を契機とするニューノーマルに対応するため、適正な運
用を確保しながら、道路占用許可の弾力的運用等によって、交流と賑わいの創出、３密を避ける都市空間の創出
等につながる道路の活用を図ります。

2　生物の移動等に配慮した、美しい景観を創る緑のネットワークの形成
①　本区の植生をふまえた都市環境にふさわしい植物による緑化
・�生物の移動に配慮し、本区の植生を踏まえた在来種の植栽を促進します。積極的に在来種等を利用する緑化に対
する支援を検討していきます。

②　区道における街路樹の整備と適正管理による沿道の魅力の向上
・�潤いある道路景観の形成に向けて、区道においては、道路整備方針に基づき街路樹の整備と適正管理を進めます。

③　樹木の健全度診断、助言
・�街路樹は成長に伴い、道路周辺に及ぼす影響も変化することから、街路樹の生育状況等を継続して点検・診断し、
必要に応じて助言を得ることで、倒伏や落枝を防ぎ、また良好な景観の形成に寄与する街路樹の育成を図ります。

Marunouchi Street Parkイベント
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④　企業等との連携による沿道の緑の一体的な形成
・�道路を中心とする緑の軸を厚くしていくため、街路樹と民間敷地における緑化、緑地が一体となって緑の景観を
形成できるよう、街路樹の整備時や、民間敷地における開発時に、積極的な連携を図ります。

3　風格ある河川沿いの景観形成に寄与する緑づくり
①　川沿いのまちづくりガイドラインの策定
・�神田川、日本橋川沿いの敷地のポテンシャルを活かして様々な活動が展開し、まちの魅力を高めていけるよう、
河川沿いの建築物やオープンスペースの整備・活用、緑の設え等を盛り込んだ、川沿いのまちづくりガイドライ
ンの策定を検討します。

②　川沿いの緑化の推進
・�川沿いや河川内の緑化を推進し、従来の護岸や堤防の硬い表情を和らげるとともに、魚や昆虫が生息できるよう
護岸形態等を工夫することで、川の趣を感じられる河川沿いの空間を形成していきます。

③　河川側に顔の向いた街並みの形成
・�千代田区景観まちづくり計画の運用等を通じて、沿川の開発等
において川沿いに空間を確保するなど水辺を活かした建築等を
誘導し、河川側に顔の向いた、潤いと賑わいある街並み景観を
形成していきます。

マーチエキュート神田万世橋

お茶の水仲通り
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④　多様な人の多様な使い方を受け入れる開放的な河川沿いのオープンスペースの整備
・�川沿いの眺めを活かし、多様な人が様々に利用できるオープン
スペースを整備していきます。特に日本橋川については、高速
道路高架の撤去を見据えて、まちの魅力増進を図るための空間
のあり方を検討していきます。

⑤　橋詰広場の活用、整備
・�昭和初期の震災復興期につくられた特徴的な橋梁や橋詰広場を
活用し、水辺を望む眺望点を整備していきます。個々の敷地が
狭い街区では、橋詰広場が地域の貴重なオープンスペースと
なっていることから、近隣の開発事業との連携や域外貢献も視
野に、橋詰広場とその周辺を利用性の高い一体的な空間として
整備していくことも検討していきます。

⑥　高速道路の壁面緑化、高架下への光の取り込みの推進
・�日本橋川周辺をより潤いある空間としていくため、首都高速道路の壁面緑化や、日本橋川に重なる高架下の美装
化や光の取り込みを要請していきます。

⑦　舟運観光、水上交通の活性化との連携
・�舟運観光や水上交通の活性化の取組みと連動し、船着き場の整備を積極的に誘導し、活用を図ります。

⑧　国指定史跡常盤橋門跡を含む常盤橋公園整備計画の策定
・�大手町の常盤橋地区における再開発事業と連携し、国指定史跡常盤橋門跡を含む常盤橋公園の魅力を高めていく
ための再整備に向けて、常盤橋公園整備計画を策定していきます。

⑨　民間開発と連携した空間整備
・�河川周辺において企業等が主体となった再開発事業等が行われる際は、本区も積極的に支援、連携を図り、当事
業と連動した事業地周辺における空間再整備に取り組むことで、再開発事業等を契機とする水辺とまちの一体的
な魅力向上を図ります。

大手町川端緑道

昌平橋東橋詰広場
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4　道路の再編に応じた緑の創出
①　道路再編に応じた街路樹や沿道敷地の緑による演出方法の検討
・�道路が地域における賑わい創出等のために柔軟に利活用されるようになっていることから、道路再編等を契機と
して、街路樹や沿道敷地の緑が、道路沿いの賑わい等に寄与する演出の方法を、地域と連携して検討していきます。

②　東京都、周辺区と連携した、道路再編時の緑創出
・�東京高速道路や、本区と接続する周辺区の道路において、道路再編や緑化等の取組みが行われる際、当事業を契
機として本区においても積極的に緑を創出し、一体的な魅力創出を図ります。

テラススクエアと周辺の緑 道路・公開空地・沿道建物が一体となった空間イメージ
（神田警察通り沿道賑わいガイドライン）
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　　　　　－都市の強靭性と持続性を高める緑の創出－

33　安心をつなぐ　安心をつなぐ

1　雨水の流出抑制機能を有する緑地等の整備
①　河川周辺における緑被地の保全、緑化充実による保水機能の保全拡充
・�内濠、外濠、神田川、日本橋川等の河川等の周辺においては特に、集中豪雨等発生時の浸水被害を軽減するため、
雨水流出を抑制する対策として、緑被地の保全や緑化充実による保水機能の保全拡充に取り組みます。

②　雨水浸透・貯留機能を発揮する緑被地の確保
・�都市公園の新規整備や公開空地の創出時には、緑被地の確保を促進し、雨水浸透・貯留機能を発揮する緑の空間
を広げていきます。

③　都市公園再整備時における雨水浸透・貯留機能の拡充
・�都市公園の再整備時には、緑被地の確保に加えて、レインガーデン等の雨水貯留・浸透施設の設置を図ります。

④　雨水浸透・貯留施設の設置促進
・�雨水流出抑制施設設置の要綱の運用や、企業等が主体となった
開発等における、雨水浸透・貯留施設の設置を促進します。

2　神田川の流域治水対策の推進
①　神田川流域における雨水浸透・貯留施設の設置推進
・�神田川流域豪雨対策計画等に基づき、神田川の上流から下流までの関係各区市の連携による流域治水対策を推進
します。具体的には、公共施設と大規模民間施設への雨水浸透・貯留施設の設置を指導するとともに、小規模民
間施設に対しても設置への積極的な支援を図ります。

ECOM駿河台の屋上庭園
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3　災害時に機能する緑の整備
①　都市公園における防災関連設備の整備
・�災害時、一時的な避難場所として区内の都市公園が機能するよう、防災広場等の必要設備の整備を検討していき
ます。

②　公共空地における避難場所等としての必要機能の整備に向けた連携、支援
・�区内の公開空地も、都市公園と同様、区民に身近で貴重なオープンスペースであることから、災害時、一時的な
避難場所として機能するよう、必要な整備に向けて連携・支援を図っていきます。

③　地域と連携した避難訓練の場とする等のソフトの取組支援
・�災害時に備えた地域における避難訓練など、ソフトの取組みの場としても都市公園や公開空地を有効活用すると
ともに、必要な支援を行います。

④　感染症発生時に過密を防ぐための公園利用
・�感染症の流行によって過密を防ぐ必要が生じた際における、公園の柔軟で多様な活用の可能性について検討して
いきます。
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4　暑熱環境の緩和、エネルギー消費軽減のための緑化推進
①　ヒートアイランド対策助成の運用
・�ヒートアイランド現象を緩和する屋上緑化や壁面緑化、敷地内緑化を支援します。

②　クールスポットの創出
・�快適に歩くことのできる屋外環境を創出するため、沿道緑化を
推進していきます。
・�オープンスペースを確保することで、東京湾から吹き込む風、
運河沿いの風の流れを取り込み、後背地へと送り込む風の道を
創出していきます。
・�公園や駅周辺等にドライ型ミストの設置を誘導し、クールスポッ
トの創出を図ります。

③　企業等との連携による企業ビルの緑化に関する情報発信、普及啓発等の推進
・�企業等のビル等における緑化を促進するための情報発信、普及啓発を、官民で連携して推進します。

高木が創出する緑陰

屋上庭園「KITTEガーデン」 壁面緑化
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　　　　　－誰からも愛される都市のサード・プレイスとなる緑の創出－

44　人とまちの　人とまちの縁縁
え んえ ん

をつなぐをつなぐ

1　まちづくりと連携したオープンスペースの創出
①　都市開発諸制度等におけるオープンスペースの配置に対する指導
・�都市開発諸制度等によって創出されるオープンスペースの配置に対して、地区計画、景観事前協議を通じて、企
業等との協議を行い、周辺地域のニーズへの対応や、周辺の緑地との連続性の確保・連携を促します。

②　再開発等における公園等、公共によるオープンスペースの確保
・�再開発によって総合的なまちづくりが行われる際、開発予定区域内において、公園や広場等のオープンスペース
を確保していきます。

③　公開空地等における企業等による賑わい創出の取組みへの連携・支援
・�企業等が公開空地等において、まちの賑わい等に貢献する取組みを実施する際は、区も積極的に連携・支援を図
ります。

④　企業等による自主的緑化の取組みとの連携
・�本区の緑のまちづくりに賛同し、緑化要綱等の水準を超えて緑化の推進、緑地を創出するなど、自主的な取組み
を行う企業等と連携し、より良い緑化に対する支援方策や、自主的な取組み拡大に向けたアイデア検討、共有に
向けた機会を設けていきます。

⑤　緑化認証制度等の活用の推奨
・�企業等に対して、緑化認証制度・表彰制度を活用するよう推奨することで、社会や環境に貢献し、緑の保全・創
出に積極的に取り組む企業等のプレゼンスの向上を図ります。

⑥　公共性のあるオープンスペースの管理運営に対する支援
・�都市開発諸制度により整備された緑地に対して、必要に応じて緑の専門家によるアドバイスの提供など、緑地の
良質な維持・管理・活用・運営に向けた支援を検討していきます。

⑦　都市開発諸制度等における隔地貢献
・�広域的な緑の保全の推進のため、都市開発諸制度等による大規模開発の計画から離れた土地において緑の保全・
創出等を行う事業等を評価する方策を検討していきます。
・�近接する公共空間における緑化、本区内の余地が限られている地域の貴重なオープンスペースへの緑化など、隔
地貢献として評価する対象などについて仕組みの検討を行います。
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2　公共施設におけるオープンスペースの創出
①　公共施設更新時におけるオープンスペースの確保
・�公共施設の建替え等に際して、沿道部や施設の上部空間等において、区民等が利用できるオープンスペースの確
保を進めていきます。

②　学校等の既存公共施設を活用した緑のコミュニティ拠点の整備
・�区民・企業・団体等が緑の保全・創出をはじめとする環境に関する取組みを発信し、活動の輪を広めることのできる、
環境教育の充実や多様な主体の支援等の拠点となる施設の整備を進めます。

③　地域活動の場としてのオープンスペースの提供
・�コミュニティの活性化に資するエリアマネジメント活動など、地域のイベント等を行う空間として、公共施設の
オープンスペースを活用できるよう検討していきます。

3　地域の歴史や文化に触れる空間づくり
①　歴史的な緑と水辺を活かした空間づくり
・�濠や河川沿い、神社周辺や祭礼ルート沿い等においては、緑に
よる修景の重点的な実施や、歴史文化を感じさせる素材等を用
いた整備を図る等、江戸以来の重層的な歴史を伝える空間の形
成を進めます。

②　地域の歴史・文化等に基づく、地域のシンボルとなるオープンスペースの整備
・�公園等の整備にあたっては、界隈の歴史と文化を感じられる、地域のシンボルとして愛されていくオープンスペー
スとなるよう、整備方針を検討していきます。

大手町ワン 大手町の森

錦三・七五三太公園
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4　公園等の整備、リニューアル
①　公園樹木と周辺が一体となった景観形成
・�公園等の整備にあたっては、周辺の景観との調和、緑の連続性・一体性等に配慮した整備・維持管理を図ります。

②　隣接する施設、道路、河川等との一体的な公園等の再整備と利活用
・�公園周辺において、開発の動きがある場合には公園と連携した
デザインなど、よりよい空間、緑を創出するため必要な調整を
図ります。
・�特に隣接地がオープンスペースである場合には、境界を意識せ
ずに利用し、また地域活動やイベント時には空間を一体的に利
用できる運営を、隣接地と連携しながら検討していきます。

③　地域ニーズ等を把握するプロセスを経た再整備
・�公園等の再整備にあたっては、地域ニーズ等を把握した上で、
地域のイベント利用や、子どもの遊び場、高齢者の交流、健康
増進など、地域におけるオープンスペースとして求められる機
能を具備する公園としての整備を積極的に進めていきます。

④　公園等の長寿命化を見据えた管理運営
・�公園等を計画的に維持管理・運営し、補修や更新にかかる財政的な支出を平準化していくことで、安全で快適な
利用を確保していきます。そのためのライフサイクルコストを基にした公園設備の整備更新や、公園長寿命化計
画の策定を検討します。

⑤　利用率の低い公園の把握と再整備の検討
・�現在利用率が低下している公園等を把握し、今後のファミリー層の増加や高齢化等も見据えながら、区民等のニー
ズに答え、利用してもらえる公園として再整備を検討していきます。

淡路公園とワテラス

公園整備に向けた区民等の意見交換会
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5　公園の機能向上、拡充
①　デジタル化に対応した都市公園の機能向上
・�アフターコロナのニューノーマルに対応する中で、テレワークやオンライン教育が更に広がることが想定される
中、Wi-Fiの設置や公園利用の混雑度の発信など、屋外でのテレワークなどの利用ニーズを満たす整備を検討して
いきます。

②　観光体験の向上に資する都市公園の機能向上
・�本区を訪れる人々が、地域を快適に観光できるよう、公園内において周辺観光資源や観光ルート、トイレ等に関
する情報提供を行うなど、公園においても必要な機能を高めていきます。

③　公園のサービス機能の充実
・�把握した地域ニーズ等に基づき、トイレやベンチの設置、清掃の頻繁化など、充実すべきサービスを把握し、改善・
向上を図ります。

④　健康・福祉、子育て・教育等の機能充実
・�健康づくりのための器具、歴史文化や環境教育のための設備（歴
史サイン、ビオトープ等）を設置し、区民から求められる健康・
福祉、子育て・教育等の機能充実を図ります。
・�ユニバーサルデザインを促進し、誰もが気軽に快適に利用でき
る公園として整備していきます。

⑤　公園整備、運営に対する民間活力の導入
・�公園の質の向上、公園利用者の利便性向上、公園管理者の財政負担の軽減等に向けて、Park-PFI制度（公募設置管
理制度）の活用等、公園の整備・運営にあたり民間活力を導入することも検討していきます。

6　暫定空地における利用促進
①　暫定空地の広場的利用の推進
・�再開発等に向けて暫定的に空地となっている空間を、区民等が利用できる広場として暫定的に供用するための仕
組みを検討していきます。

②　暫定空地を、暫定のまま活用できる期間を長く確保できる体制づくり
・�暫定空地を広場的に供用していくにあたり、できるだけ早く暫定的な供用を行い、区民に親しんでもらえるよう、
手続き等の体制づくりを進めていきます。

清水谷公園のビオトープ
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7　緑化の推進
①　緑化余地の限られた敷地における緑化への支援
・�江戸時代に高密な町地であった地域を中心に、敷地が小さく狭
い路地が入り組んでいるまちは緑化余地が限られており、現在
も緑被率が低い状況にあります。こうした地域において個々の
敷地が、できる限り緑を創出できるよう、地先緑化等への支援
を検討していきます。

②　壁面緑化、屋上緑化の促進
・�敷地の地上部のみならず、建築物の屋上、壁面における緑化を促進し、緑被地の増加や目に見える緑の拡大を図
ります。

③　企業等の施設の緑化推進
・�緑化推進要綱やヒートアイランド対策助成制度等の運用を通じて、企業等の施設における緑化を推進します。緑
化にあたっては、生物多様性への配慮や周辺の緑地との連続性の確保など、質の高い緑の創出を促進します。

④　公共施設、公共事業における緑化推進
・�緑化推進要綱に基づき、公共施設や公共事業における緑化を推
進します。緑化にあたっては、生物多様性への配慮や周辺の緑
地との連続性の確保など、質の高い緑を創出します。

⑤　都・国の施設に対する緑化推進の要請
・�東京都や国の施設に対して、緑化推進要綱に基づき、緑化を働きかけます。緑化にあたっては、生物多様性への
配慮や周辺の緑地との連続性の確保など、質の高い緑の創出を促進します。

⑥　駐車場・バス停の緑化推進
・�道路沿道における緑の充実を図るため、駐車場やバス停の緑化を積極的に推進します。

⑦　緑化地域制度等の導入検討
・�都市緑地法に基づく緑化地域制度の導入及び緑化率を定める地区計画の拡大を検討していきます。

道路沿いの緑（神田須田町）

千代田区役所前の緑
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　　　　　－緑の質を維持・向上させていく仕組みの構築－

55　未来につなぐ　未来につなぐ

1　整備した緑地の質を維持・改善し続けていく体制づくり、支援
①　市民緑地認定制度の運用
・�都市緑地法に基づく市民緑地認定制度による緑地では、高質な
緑化と良好な維持管理を推進するため、緑の質が維持・改善し
続けていく体制を整えることを要請していきます。

②　緑視率を確認指標とする、大規模開発による緑創出のモニタリング
・�大規模開発が実施される際は、開発地における緑視率を調査し、開発前と同等以上に、区民から見える範囲の緑
を創出するよう促すとともに、開発地域周辺における緑の拡大、質の向上について検証していきます。

③　緑に関するガイドライン等の継続的見直し
・�本区が運用する緑に関するガイドラインについて、運用状況や緑化技術等の進展に応じた見直しを図ります。

丸の内パークビル一号館広場（認定市民緑地）

豊かな緑を育むための都市緑化植物ガイドライン（平成23（2011）年、千代田区）
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2　区民・企業等が主体となる緑の維持管理、運営
①　区民と連携した公園・道路における緑の創出、維持管理
・�アダプト制度を運用し、区が管理する公園や道路において、町会・商店会・学校・ボランティア団体・企業等が
緑化や清掃活動を実施することで、地域の活性化、区民等の交流機会の創出を図ります。

②　企業等と連携した公共的な緑の維持管理・運営
・�地区計画による地区施設の決定やエリアマネジメント等によって、企業等が公共的な緑の維持管理・運営に関わ
ることを促進します。
・�企業との協定締結によって、企業敷地とその周辺の緑の一体的な維持管理・運営を、企業等が担う取組みとあわ
せて進めていきます。

3　緑地整備時における維持管理・運営体制の構築
①　緑地整備時における維持管理・運営体制の構築
・�公園や緑地等を整備する際は、整備後における維持管理・運営体制の構築を促進します。その際、区民等が緑に
関わることも含めて維持管理・運営体制を検討することも促進します。

アダプト制度の取組み
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　　　　　－地域に合った区民・企業参画の仕組みの構築－

66　緑とのつながりを創造する　緑とのつながりを創造する

1　区民等の緑に関するニーズの継続的な把握
①　道路、公園等に関する相談の受け付け
・�区民からの道路、公園、児童遊園に関する不具合や相談事項を受け付け、意見・苦情等に適切に対応する窓口を
適切に運用し、適切な維持管理や改善を図ります。

②　緑に関するアンケート調査の継続実施
・�区民のニーズに柔軟に対応していくため、緑に関する区民意識を、区民世論調査等によって継続的に把握してい
きます。

2　地域の状況に則した緑の活動体制の構築
①　アダプト制度等の地域活動に、学生、企業、商店街等が参画できる機会づくり
・�増加するファミリー層や区内の大学に通う学生、企業や商店街等が、アダプト制度に参画するための機会づくり
により、多様な世代がアダプト制度に参画することを図ります。

②　エリアマネジメント団体と連携した緑の創出
・�エリアマネジメント団体による自主的な緑創出等の取組みに対して、区も連携・支援を図るとともに、企画立案
の場面にも積極的に参加し、緑による賑わいづくり等のアイデアを地域と随時共有し、周辺地域に展開していき
ます。

③　区民の地域貢献活動ニーズに対応した活動支援
・�保育園・幼稚園等における環境教育や、障害者施設等における社会参加等のニーズに対応して、緑に関する活動
を実施できる場所や機会の提供、支援を行います。こうした団体に対して、区からも積極的に情報提供するとと
もに、学生や企業、商店街等が、緑の活動を通じて、社会貢献活動に参画できる仕組みを検討していきます。
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3　緑に関わる区民等を増やしていくための普及啓発
①　緑の取組みの表彰と主体的な取組み提案に対する支援
・�区内において積極的に緑づくりに取り組む活動や良好な緑化計画を区として表彰し、その後の更なる取組展開を
促進します。特に人とまちのつながりを創出するような緑づくりを行った活動を評価していきます。
・�区民等が主体的に立案した緑づくりの活動に対して、区として支援していく体制づくりを検討します。

②　苗木の配付
・�個人の住宅等において緑づくり、花づくりに取り組めるよう、イベント等の機会を通じて、苗木の配付を行います。

③　緑に関する情報提供
・�社会教育、学校教育、家庭教育の各場面で、緑に関する学習用情報を提供していく仕組みを検討します。
・�パンフレットやホームページに加え、SNSやアプリ等時代に合わせた媒体等も活用しながら、本区における緑の
価値や、緑の適切な維持管理に関する情報発信を行います。
・�福祉分野等、異なる分野での活動等と緑の活動を結び、緑に関わる人々を増やしていくための仕組みや人材育成
を検討していきます。

④　緑・生物多様性に関する生涯学習、イベントの開催
・�学校教育のプログラムの一つとして、環境学習や内濠リング・外濠リングを活用した体験学習を要請するとともに、
緑を大切にする子どもを育むため、子どもを対象とした普及啓発策を検討、充実させていきます。
・�講習会や観察会等、区民が緑・生物多様性について学ぶ機会を充実させていきます。特に、「千代田区生きものさ
がし」など、身近な水辺や緑地、生物に区民が目を向ける機会を創出していきます。

⑤　緑に関わる機会や場所の多様化
・�屋上菜園をはじめ、野菜ラボなど都市における緑化技術の視点や緑の保全・維持管理の手法の多様化に応じて、
多様な緑づくりの機会や場所を創出していきます。

屋上菜園
（アーツ千代田3331）



64｜ 千代田区緑の基本計画

4　他自治体との連携の構築
①　地方市町村との連携による区民と農の触れ合い機会の創出
・�姉妹提携を結んでいる自治体をはじめ、地方市町村と連携し、
区民が農と触れあう機会を創出していきます。

②　国、東京都、周辺区との協議
・�本区周辺で進行する再開発等と連動した緑の創出や、周辺区と
連続する道路等における連続的な緑化等を図るため、継続的に、
国、東京都や周辺区との協議の機会を設けます。

5　緑に関するデータ分析と分析結果に基づく取組展開
①　緑被データの取得、分析、オープンデータ化
・�本区の緑被データを定期的に取得、分析することで、緑の分布状況を把握するとともに、緑施策に対して柔軟に
反映していきます。
・�緑被データ等は、誰もが利用できるようオープンデータ化することを検討し、区民や企業等による取組みにおい
て活用を促します。

②　企業等が有する技術との連携
・�企業等が有する緑に関する先進的なデータ、分析技術等と積極的に連携を図り、最新の状況と分析に基づく緑施
策を展開していきます。

左：緑被データ、右：熱量分布

「ちよだ・つま恋の森づくり」植樹ツアー
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千代田区は、地形や江戸から継承した都市構造等が基となって様々な性格の地域が集合しており、それぞれに応
じた緑づくりを進めることで、各地域に新しい付加価値が生み出されます。
本計画では、現在の土地利用や暮らしている人々（住む、働く、学ぶ、訪れる）の層のまとまりを捉え、本区を７

つの地域に区分※し、各地域の緑の特徴やまちづくりの方向性を捉えながら、緑の施策展開の方針を示します。

　※�７つの地域区分は、本区の出張所単位の行政区分、千代田区都市計画マスタープランの「地域別まちづくりの方針」の区分と同一
範囲としています。

麹町・番町地域麹町・番町地域

飯田橋・富士見地域飯田橋・富士見地域
神保町地域神保町地域

神田公園地域神田公園地域

万世橋地域万世橋地域

和泉橋地域和泉橋地域

大手町・丸の内・有楽町・永田町地域大手町・丸の内・有楽町・永田町地域

麹町・番町・富士見
エリア

秋葉原・神田・神保町
エリア

都心中枢エリア

 7 つの地域区分

第6章 地域別の緑の方針
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エリア 地域 地域の特徴

麹
町
・
番
町
・
富
士
見
エ
リ
ア

麹町・番町
地域

・�台地部に位置し、江戸時代は旗本屋敷の武家地と一部が町地であった地域です。
・�現在は主に商業用地と集合住宅用地が広がり、人々の居住の場となっています。
麹町大通り沿道、紀尾井町には事務所等の商業用地が多く分布し、昼間人口も多く、
働く場となっています。

飯田橋・
富士見地域

・�皇居及び台地部の北側の一帯で、江戸時代は旗本屋敷を主とした武家地であった
地域です。
・�現在は集合住宅用地や学校等の公共用地が多く分布し、人々の居住の場が広がっ
ています。近年、飯田橋駅周辺は開発が進み、商業施設等が立地しています。

秋
葉
原
・
神
田
・
神
保
町
エ
リ
ア

神保町地域

・�平地部に位置し、江戸時代は主に旗本屋敷であった地域です。
・�明治以降の開発によって、多くの大学、病院が立地し、また書店や出版、印刷、製
本業が集積しました。現在も古書店街が形成され、沿道は多くの来街者を集めて
います。

神田公園
地域

・�江戸の埋立前は入江であった範囲を含む平地の地域です。
・�地域の西は武家地、東は高密な町地であり、現在も大・中・小の様々な規模の区
画によって構成されています。近年はオフィスビルが集積し、マンションの建設も
進んでいます。神田駅周辺は現在も飲食店を中心に賑わう界隈が、靖国通り沿道
にはスポーツ用品店街が形成されています。

万世橋地域

・�江戸時代は町地と旗本屋敷で構成されていた地域です。
・�高度経済成長とともに秋葉原駅周辺は世界有数の電気街・サブカルチャーのまち
として発展し、来街者を集めています。「江戸総鎮守」として、江戸幕府が崇拝した
神田明神が位置しています。

和泉橋地域

・�平地部に位置し、江戸時代は町地であった地域です。
・�薬・金物・繊維等の問屋街が集積し、住商の混在する街として発展してきました。
現在問屋街の集積は失われつつある一方、都心回帰の傾向から人口が増加してい
ます。

都
心
中
枢
エ
リ
ア

大手町・丸の内・
有楽町・永田町
地域

・�大名屋敷の街区構造を引き継ぎ、広幅員街路と大規模街区によって構成される地域で
す。
・�大手町・丸の内、有楽町・日比谷エリアは国際ビジネス拠点としての高度利用が進ん
でいます。霞が関、永田町は政治・行政・司法の国家中枢機能が集積し、日枝神社が
位置しています。
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11　麹町・番町地域　麹町・番町地域

1　本地域の特性
自然的環境
・�東西が内濠・外濠に接しています。台地に浅い谷が数本入り込んでおり、坂道の上り下りが繰り返される地形となっ
ています。

土地利用
・�町人地から発展し、幕末は山の手最大の商業地であった麹町地域は、現在麹町大通りに沿ってオフィスが建ち並
んでいます。番町は旗本屋敷が街並みのルーツであり、広い敷地を利用したマンション、オフィス街が広がって
います。紀尾井町には大学、国立劇場、ホテル等の大規模施設が立地しています。

緑の現況
・�内濠・外濠の水と緑をつなぐように、地域内に緑豊かな落ち着きある居住空間が広がっています。地区別のまち
のイメージに対する区民評価では、「緑が多いまち」としての評価が最も高くなっていますが（平成30年度千代田区
民世論調査）、麹町大通り沿線地域である麹町界隈を中心に、内濠・外濠に隣接していない場所は、比較的緑被率
が低い状況にあります。

これまでの特徴的な取組み
■地区計画を広く指定し、街並み誘導にあわせて緑を創出［麹町・番町］
・�緑化に関するルールを定めた地区計画を地域内に広く指定することで、緑豊かな居住空間を創出してきました。

■大学、ホテル、公園等が一体となって緑豊かな界隈を形成［紀尾井町］
・�外濠や清水谷公園の大規模な緑地と、それらと一体となったホテル・大学等の緑化により、緑の拠点が形成され
ています。

緑被率(%) 麹町・番町 22.57
(区平均) 23.22

公開空地　面積(ha) 麹町・番町 9.4
(7地域平均) 6.6

身近な公園（区立公園）面積(ha) 麹町・番町 4.3
(7地域平均) 10.9

区民意識（みどりが多いまち）(%)※ 麹町・番町 36.3
(区平均) 22.1

在勤・在学者意識（緑が多い）(%) 麹町・番町 12.7
(区平均) 6.5

※区民意識は麹町・番町と大丸有・永田町は同地区。飯田橋・富士見は皇居等の範囲を除く。

 町丁目別緑被率
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2　本地域が見据える変化　※千代田区都市計画マスタープラン「これからのまちづくり」より
・�区内で最も多くの人が住み高齢化が進む一方で、ファミリー層や子どもも同時に増加
・�都心の中でも早い時期に立地したマンションなどの高経年化
・�身近な緑・空地の不足
・�長期未着手の都市計画道路

3　本地域のまちづくりを加速させる緑の取組方針
本地域において施策を展開する際は、本地域の変化をふまえ、以下の取組方針を特に意識することで、緑の保全・

創出・活用によって、本地域のまちづくりを加速させていきます。

１．歴史をつなぐ

・�紀尾井町に分布する樹林地と外濠の水辺が一体となっている空間を、風致地区
等を活用しながら維持・継承していきます。五番町周辺の外濠沿いでは樹林を
保全、適正化するとともに、外濠への眺望を確保していきます。
・�内濠沿いの千鳥ヶ淵では憩いのスペースや内濠への眺望点を確保します。また、
内濠・外濠のさくらを保全・再生します。

２．空間をつなぐ

・�内濠と外濠をつなぐ軸となる麹町大通りは、積極的な緑化を図り、街路樹と沿
道の敷地が一体となった潤いある沿道空間を創出します。
・�番町中央通りや大妻通りをはじめとする駅や拠点、界隈をつなぐ道路では、街
路樹の適切な維持管理・更新や道路沿いの敷地緑化の推進により、快適な歩行
環境を充実させていきます。

３．安心をつなぐ
・�本地域は台地上に位置し雨水の浸透能も高いと考えられることから、建物の機
能更新等の際には緑地面の確保や雨水浸透施設の導入により雨水浸透機能向上
を促進し、安全な都市環境を形成していきます。

４．�人とまちの縁
えん
を	

つなぐ

・�番町一帯の中層・中高層の住宅地における魅力的な生活環境を区民が享受して
いけるよう、地区計画等を活用し空地の創出、敷地や建物の緑化を行うとともに、
区民のニーズを反映した公園の整備を行うことで、緑豊かな居住空間づくりを
進めます。
・�紀尾井町では、国内外からの幅広い世代の訪問者が都心における豊かな緑を楽
しめるよう、風致地区や地区計画等を活用して緑を保全するとともに、清水谷
公園を貴重な自然環境と触れ合える空間としていきます。
・�英国大使館の旧敷地に計画されている国民公園の開園を視野に入れ、隣接する
千鳥ヶ淵公園との一体性や、隣接市街地からの良好なアクセス性の確保など、
周辺環境のあり方を検討します。

５．未来につなぐ ・�エリアマネジメント団体をはじめ、企業や大学、ホテル、区民等と連携し、多
様な人が関わる地域の緑の維持管理を推進します。

６．�緑とのつながり
を創造する

・�地区計画やエリアマネジメント団体を中心に、紀尾井町や番町など、界隈の個
性を活かした緑づくりについて、関係者の幅広い参画を得ながら、議論してい
きます。
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4　緑の取組方針図
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22　飯田橋・富士見地域　飯田橋・富士見地域

1　本地域の特性
自然的環境
・�北西では外濠、東は日本橋川、南は内濠が本地域を囲んでいます。地域の西側が台地、東側が低地であり、その
境界部を南北崖線が貫いています。

土地利用
・�旗本屋敷を主とした武家地が、明治以降、政治家の屋敷街や軍用地等となり、その後学校や病院に転換、現在は
落ち着いた住宅地が広がっています。
・�飯田橋駅周辺では、近年の土地区画整理事業、市街地再開発事業により多様な機能が集積しており、九段下駅周
辺は、千代田区役所等、区政の中枢機能が集積しています。

緑の現況
・�内濠、外濠、日本橋川、靖國神社、北の丸公園等の大規模な水と緑の空間に囲まれています。
・�飯田橋駅周辺の再開発によって、公園や河川と一体性の高いオープンスペースが創出されている一方、目白通り
沿道は小規模な敷地が多く緑被率も周辺に比べて低い状況にあります。また、「緑が多いまち」としての評価が、麹
町・番町地域に次いで高い状況です（平成30年度千代田区民世論調査）。

これまでの特徴的な取組み
■地域で共有されたまちづくり構想に基づく開発と緑の創出
・�区民、企業等、商店会等で構成する協議会で「まちづくり基本
構想」が共有されており、緑の連続性、歴史・文化等を考慮した
開発が進められてきました。同構想の魅力展開イメージの一つ
として「都心に貴重な緑のオアシス-自然に癒されるナチュラル
ヒーリングタウン-」を掲げています。

まちづくり基本構想の水辺空間、緑の将来像（抜粋）

緑被率(%) 飯田橋・富士見 42.7142.71
(区平均) 23.22

公開空地　面積(ha) 飯田橋・富士見 3.8
(7地域平均) 6.6

身近な公園（区立公園）面積(ha) 飯田橋・富士見 2.7
(7地域平均) 1.6

区民意識（みどりが多いまち）(%) 飯田橋・富士見 28.4
(区平均) 22.1

在勤・在学者意識（緑が多い）(%) 飯田橋・富士見 11.9
(区平均) 6.5

※区民意識は麹町・番町と大丸有・永田町は同地区。飯田橋・富士見は皇居等の範囲を除く。

 町丁目別緑被率
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2　本地域が見据える変化　※千代田区都市計画マスタープラン「これからのまちづくり」より
・�市街地再開発事業による住宅供給などにより、定住人口が回復
・�飯田橋駅、市ヶ谷駅、九段下駅における駅周辺整備の機運の高まり
・�集中豪雨による浸水被害の懸念

3　本地域のまちづくりを加速させる緑の取組方針
本地域において施策を展開する際は、本地域の変化をふまえ、以下の取組方針を特に意識することで、緑の保全・

創出・活用によって、本地域のまちづくりを加速させていきます。

１．歴史をつなぐ

・�内濠・外濠の緑の保全、水質改善を進めます。
・�九段坂公園からの千鳥ヶ淵への眺望を確保するとともに、靖國神社の緑を保全
します。
・�外濠に連なる斜面と外濠公園の緑を地域の骨格として一体的に保全していきま
す。
・�また、内濠・外濠のさくらの保全を推進します。

２．空間をつなぐ

・�日本橋川周辺では、まち側から川への視線が抜けるような建物の形状や配置等
の工夫を促すとともに、川沿いの緑化や歩行空間の整備等によって水辺と一体
となった環境を形成していきます。また水質改善、護岸形態の工夫により、生
物が生息し自然浄化できる河川としていきます。
・�早稲田通り、代官町通り等、人々の回遊を促す道路では、街路樹の適切な維持
管理・更新による緑豊かな歩行環境を形成します。

３．安心をつなぐ ・�日本橋川沿いは集中豪雨時に浸水被害が想定されていることから、雨水貯留・
浸透機能を備えた緑の整備を重点的に実施します。

４．�人とまちの縁
えん
を	

つなぐ

・�飯田橋駅周辺では、玄関口として駅前の象徴的な街並みを彩る緑化、東京大神
宮や商店街の連続性を活かした沿道における緑の創出を促進します。
・�再開発等と連動して外濠公園や南北崖線、外濠、神田川、日本橋川と連携した
緑の創出を検討します。
・�九段下駅周辺は、千代田区役所を始め行政機関が集積し訪れる人も多いことか
ら、建物の機能更新の際には周辺の日本橋川、内濠、北の丸公園、靖國神社といっ
た水や緑を人々がさらに身近に感じられるよう、公開性のある空間、眺望空間
等の確保を促進します。
・�市ヶ谷駅周辺では、今後機能更新が行われる際には外濠や外濠公園と連携した
緑の創出を検討していきます。

５．未来につなぐ ・�区民、企業等、商店会等、多様な人が関わる地域の緑の維持管理を推進します。

６．�緑とのつながり
を創造する

・�飯田橋・富士見地域まちづくり協議会を活用し、区民、大学、企業等、鉄道事
業者等、地域の幅広い参画によるまちと緑のあり方ついて継続的に検討してい
きます。
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4　緑の取組方針図
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33　神保町地域　神保町地域

1　本地域の特性
自然的環境
・�坂道の多い地形であり、神田駿河台周辺の標高が高く、南側に向けて緩やかに傾斜しています。北側を神田川が、
西側から南方向に日本橋川が流れています。

土地利用
・�旗本屋敷として多くの武士が暮らしていた神保町は、住宅地として発展しました。古書店街、スポーツ用品店街等、
個性ある界隈が存在します。旗本屋敷などの武家地では、屋敷や長屋が組み合わさっていたため、現在も街区が
大きい一方で道幅は狭くなっています。

緑の現況
・�本地域の緑被率は約７％と、区の平均（23.22%）を下回っています。特に個性的な界隈を形成するスポーツ用品店
街や古書店街は、道路や建物が占める割合が高く、緑化余地が少ない状況にあります。一方、大学や病院が集積
する神田駿河台では、とちのき通り等、街路樹を中心とした緑豊かな歩行空間が形成されています。

これまでの特徴的な取組み
■�開発にあわせ企業等が多様な樹種による街路樹を整備
　［神田駿河台］
・�区民・企業・行政が連携し、生物多様性に配慮した多様な樹種
による街路樹を整備しました。道路に隣接する企業等が街路樹
の維持管理も実施し、企業の緑地と合わせて一体的な緑の空間
が創出されています。

緑被率(%) 神保町 7.22
(区平均) 23.22

公開空地　面積(ha) 神保町 2.4
(7地域平均) 6.6

身近な公園（区立公園）面積(ha) 神保町 0.7
(区全域) 1.6

区民意識（みどりが多いまち）(%) 神保町 16.4
(区平均) 22.1

在勤・在学者意識（緑が多い）(%) 神保町 5
(区平均) 6.5

※区民意識は麹町・番町と大丸有・永田町は同地区。飯田橋・富士見は皇居等の範囲を除く。

お茶の水仲通りの緑

 町丁目別緑被率
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2　本地域が見据える変化　※千代田区都市計画マスタープラン「これからのまちづくり」より
・�市街地再開発事業による住宅供給などにより定住人口が回復、若者層の人口は減少
・�神田神保町などにおいて中小建物の老朽化が進行
・�神田川・日本橋川氾濫や集中豪雨等による被害拡大の懸念

3　本地域のまちづくりを加速させる緑の取組方針
本地域において施策を展開する際は、本地域の変化をふまえ、以下の取組方針を特に意識することで、緑の保全・

創出・活用によって、本地域のまちづくりを加速させていきます。

１．歴史をつなぐ ・�崖線に残る緑を保全するとともに、錦華公園など崖線周辺における緑地では、
緑との連続性を意識して整備を行います。

２．空間をつなぐ

・�日本橋川周辺では、まち側から川への視線が抜けるような建物の形状や配置等
の工夫を促すとともに、川沿いの緑化や歩行空間の整備等によって水辺と一体
となった環境を形成していきます。
・�靖国通りの古書店街、白山通りの商店街などの骨格となる道路沿道では、街路
樹を中心に潤いある景観とウォーカブルな空間形成を進めます。

３．安心をつなぐ ・�日本橋川沿いは集中豪雨時に浸水被害が想定されていることから、雨水貯留・
浸透機能を備えた緑の整備を重点的に実施します。

４．�人とまちの縁
えん
を	

つなぐ

・�働く人々の憩いの場となる整備に加え、地域の歴史・文化を感じさせるデザイン、
地域の人々にとっても立ち寄りくつろぐことのできる空間の創出を促進します。
・�機能更新にあたっては、古書店街等、界隈の個性ある雰囲気を継承できるよう
店先空間と通りの関係性を尊重しながら、敷地内の緑化、公開性のある緑地の
創出を図ります。
・�緑化余地の限られる沿道敷地においても、地先園芸等により、歩行者の目線に
入る緑の創出を進めます。

５．未来につなぐ
・�お茶の水仲通りにおける企業等と区の協定締結による街路樹と沿道敷地の一体
的な緑化を先行事例とし、複数主体が連携して緑の創出・維持管理に取り組み
ます。

６．�緑とのつながり
を創造する

・�大学の学生や来訪者など、様々な人々が集まる本地域の特性を活かし、地域に
住み、働き、学び、滞在する多様な人が気軽に参加し、交流できる緑の活動の
充実化を図ります。
・�神田駿河台においてはエリアマネジメント団体との連携等を中心に、街区全体
での緑のあり方を議論します。
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4　緑の取組方針図
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44　神田公園地域　神田公園地域

1　本地域の特性
自然的環境
・�低地部に位置し、平坦な地形が広がっており、地域の南側を日本橋川が流れています。

土地利用
・�町地が広がっていた本地域では、通りに面した商店と、狭い裏長屋で街並みが構成されており、狭い路地が縦横
に入り組んでいます。昭和から続く神田駅西口商店街は全長300ｍにわたって店舗が建ち並び、大手町に隣接し
ていることから、働く人も多く、賑わいが見られます。
・�出世不動尊、豊川稲荷神社、佐竹稲荷神社等、歴史を感じさせる資源が残されています。

緑の現況
・�下町らしい細い路地が多い本地域では、緑化余地が限られることから、緑被率が５％未満と低い状況にあります。
淡路町周辺は都市再生特別地区が都市計画決定され、市街地再開発事業等に伴い、公開空地が多く創出されてい
ます。

これまでの特徴的な取組み
■�多様な主体が連携し公共空間を活用した賑わいの創出	
［神田警察通り］
・�平成25（2013）年「神田警察通り沿道賑わいガイドライン」策定
後、平成28（2016）年と平成29（2017）年にパブリックスペー
スを活用し神田らしい賑わいづくりを目指して「神田警察通り賑
わい社会実験」が行われ、企業、大学、自治会、行政等の多様な
主体が連携することで道路空間の多様な活用の可能性の検証が
行われました。 神田警察通り賑わい社会実験

緑被率(%) 神田公園 3.71
(区平均) 23.22

公開空地　面積(ha) 神田公園 1.2
(7地域平均) 6.6

身近な公園（区立公園）面積(ha) 神田公園 0.8
(区全域) 1.6

区民意識（みどりが多いまち）(%) 神田公園 11.5
(区平均) 22.1

在勤・在学者意識（緑が多い）(%) 神田公園 1.4
(区平均) 6.5

※区民意識は麹町・番町と大丸有・永田町は同地区。飯田橋・富士見は皇居等の範囲を除く。

 町丁目別緑被率
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2　本地域が見据える変化　※千代田区都市計画マスタープラン「これからのまちづくり」より
・�集合住宅への建替えにより、単独世帯数が大きく増加し、定住人口が回復
・�まちの味わいや奥行きを感じられる神田らしさの希薄化
・�中小建物の老朽化が進行
・�身近な緑や空地などの不足

3　本地域のまちづくりを加速させる緑の取組方針
本地域において施策を展開する際は、本地域の変化をふまえ、以下の取組方針を特に意識することで、緑の保全・

創出・活用によって、本地域のまちづくりを加速させていきます。

１．歴史をつなぐ ・�下町らしい路地空間や、歴史を感じさせる資源の周辺に存在する樹木を、重要
な景観要素として保全します。

２．空間をつなぐ

・�日本橋川の水辺を活用し、歩行空間の創出や緑化、橋詰等におけるポケットパー
クの整備等を通じて、潤いが連続する空間を創出します。
・�隣接する大手町と一体となった賑わいの創出を図り、日本橋川においては、両
岸一帯となった水辺活用を図ります。
・�緑化余地が限られる本地域においては、神田警察通りや靖国通り沿道における
緑化を特に重視し、街路樹や沿道敷地の緑によって、地域における緑の骨格を
形成します。
・�スポーツ用品店街、商店街等では、回遊と滞留をもたらす、沿道の魅力を演出
する緑化を図ります。

３．安心をつなぐ ・�防災拠点の整備に際しては、平時には区民が憩うことのできる緑地を配置する
とともに、雨水貯留・浸透機能を備えた緑を整備します。

４．�人とまちの縁
えん
を	

つなぐ

・�下町の高密な市街地においては、路地空間を活かしながら、建物の建替え、リ
ノベーションの機会に、緑とオープンスペースを創出するとともに、地先園芸
等による緑化を促進します。
・�公園の再整備や緑地の創出の際は、神田地域の歴史・文化を感じさせるとともに、
人々のクリエイティブな活動の舞台としての役割も果たせる整備を意識します。
小川広場は、多様な人とコミュニティの力を醸成し、界隈性を活かす場として
いきます。

５．未来につなぐ ・�エリアマネジメント団体等をはじめ、地域に住み、働き、学び、滞在する多様
な人が関わる地域の緑の維持管理を推進します。

６．�緑とのつながり
を創造する

・�神田警察通りなど、地域の骨格となる道路等を起点として、多くの区民、企業、
来訪者等が参画する緑の活動の創出を図ります。
・�大手町エリアにおける緑の取組みとの連携による地域活動の充実を図ります。
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4　緑の取組方針図
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55　万世橋地域　万世橋地域

1　本地域の特性
自然的環境
・�地域の西端に位置する御茶ノ水駅周辺や神田明神が台地の東端部にあたり、地域の東側は平地上で平坦な地形が
広がっています。地域の中心を神田川が東西に貫流しています。

土地利用
・�秋葉原駅周辺は高度経済成長とともに世界有数の電気街・サブカルチャーのまちとして発展、多様な文化を発信し、
多くの観光客が訪れる等、特に滞在人口が多いまちです。電気街と連携した世界的なIT関連産業拠点の形成を目
指してきました。
・�神田明神や歴史を刻んだ老舗飲食店を中心に、界隈から下町らしさを感じることができます。また、電気街にも
講武稲荷等の小さな歴史資源が残されています。

緑の現況
・�武家屋敷を囲むように町地が広がっていた万世橋地域は、緑化余地が限られることから、全体的に緑被率が５％
未満と低い状況にあります。地域西側では、神田駿河台に豊かな緑の空間が創出され、また江戸三大祭りの舞台
である神田明神もまとまりある緑を形成しています。
・�まちのイメージについて「緑が多いまち」としての評価は、和泉橋地区に次いで低い状況にあります（平成30年度
千代田区民世論調査）。

これまでの特徴的な取組み
■エリアマネジメントによる道路アダプト［秋葉原駅周辺］
・�秋葉原タウンマネジメント株式会社が秋葉原駅西口において花植えを
行っています。
・�町会による道路アダプトが行われています。
■�エリアマネジメントにより、淡路公園とワテラス内広場を一体的に活
用したマルシェ等の開催［神田淡路町］
■企業等が公園と民間施設を一体的に整備［外神田］
・�アーツ千代田3331と同時に再整備された練成公園は、地域の様々な
人が集う新たなコミュニティスペースを形成しています。

緑被率(%) 万世橋 6.66
(区平均) 23.22

公開空地　面積(ha) 万世橋 3.6
(7地域平均) 6.6

身近な公園（区立公園）面積(ha) 万世橋 1.0
(区全域) 1.6

区民意識（みどりが多いまち）(%) 万世橋 10.8
(区平均) 22.1

在勤・在学者意識（緑が多い）(%) 万世橋 1.4
(区平均) 6.5

※区民意識は麹町・番町と大丸有・永田町は同地区。飯田橋・富士見は皇居等の範囲を除く。

アーツ千代田3331と練成公園

 町丁目別緑被率
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2　本地域が見据える変化　※千代田区都市計画マスタープラン「これからのまちづくり」より
・�ファミリー層を中心とした定住人口の回復
・�区内で最も多くの外国人観光客が来訪
・�中小建物の老朽化が進行
・�荒川氾濫や集中豪雨などによる被害拡大の懸念

3　本地域のまちづくりを加速させる緑の取組方針
本地域において施策を展開する際は、本地域の変化をふまえ、以下の取組方針を特に意識することで、緑の保全・

創出・活用によって、本地域のまちづくりを加速させていきます。

 １．歴史をつなぐ
・�神田川の水質改善や河川空間周辺の緑化等を通じて、神田川による外濠リング
の質を高めます。
・�地域を象徴する神田明神の緑を保全します。

２．空間をつなぐ

・�神田川を本地域の緑の骨格と位置づけ、将来的な舟運活用も視野にいれて、水
辺の歩行空間の整備、橋を活かした河川の眺望確保、沿川の緑化等によって水
辺の活用を進めます。
・�神田川周辺を起点として、神田明神や神田駿河台の緑とのつながりを創出して
いきます。

３．安心をつなぐ

・�荒川の外水氾濫で浸水被害が懸念される秋葉原駅周辺等の地域東部では、雨水
貯留・浸透機能を備えた緑の整備を重点的に実施します。
・�秋葉原駅周辺では、脱炭素社会の先導的役割を果たすべく、エネルギー消費の
軽減等に資する緑化を図るとともに、非常時には情報発信が可能となる設備と
オープンスペースの整備を進めます。

４．�人とまちの縁
えん
を	

つなぐ

・�秋葉原駅周辺では、オフィスで働く人々にとっての憩いの空間となる緑地を創
出するとともに、駅周辺や多くの人が訪れるスポット周辺においては、国内外
からの観光客を迎え入れるおもてなしを感じさせる緑化を進めます。
・�神田須田町の老舗街等の界隈では、人々から愛される街並みを彩る路地園芸等
を推進します。

５．未来につなぐ ・�道路アダプト等を中心に、地域に住み、働き、学び、滞在する多様な人が関わ
る地域の緑の維持管理を推進します。

６．�緑とのつながり
を創造する

・�アーツ千代田3331やワテラス・淡路公園等を、コミュニティを育む拠点とし
ながら、緑の活動を通じて人々の交流機会を、地域全体に広げていきます。
・�国内外から多くの人が訪れる地域特性を活かし、様々な人々が関わることので
きる緑の活動創出を図ります。
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4　緑の取組方針図
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66　和泉橋地域　和泉橋地域

1　本地域の特性
自然的環境
・�平地部に位置し、平坦な地形が広がっています。地域の中心を神田川が東西に貫流しています。

土地利用
・�繊維・金物・薬品等独特の問屋が集積、住商の混在する町として発展してきました。近年マンションの建替え等
でファミリー世代の人口が増加しています。特に東神田一帯は夜間人口密度が高くなっています。

緑の現況
・�町屋が高密度に広がっていた本地域は、緑化余地が限られ、また緑地も少ないことから、緑被率が５％未満の町
丁目がほとんどです。和泉公園や、神田川の南側に点在する小規模な児童遊園等が、貴重なオープンスペースとなっ
ています。
・�秋葉原駅周辺に公開空地が創出されていますが、他のエリアでは、企業等による公開性のある空地も限られてい
ます。マンションの建設等に伴い外構部を緑化し、道路側に緑の潤いがにじみ出している敷地も点在しています。

緑被率(%) 和泉橋 3.58
(区平均) 23.22

公開空地　面積(ha) 和泉橋 0.6
(7地域平均) 6.6

身近な公園（区立公園）面積(ha) 和泉橋 1.0
(区全域) 1.6

区民意識（みどりが多いまち）(%) 和泉橋 3.4
(区平均) 22.1

在勤・在学者意識（緑が多い）(%) 和泉橋 0.6
(区平均) 6.5

※区民意識は麹町・番町と大丸有・永田町は同地区。飯田橋・富士見は皇居等の範囲を除く。

 町丁目別緑被率
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2　本地域が見据える変化　※千代田区都市計画マスタープラン「これからのまちづくり」より
・�ファミリー層、子ども層を中心とした、区内で最大の定住人口の増加率
・�かつての問屋街の界隈性やコミュニティのつながりの希薄化
・�中小建物の老朽化が進行
・�荒川・神田川氾濫や集中豪雨などによる被害拡大の懸念

3　本地域のまちづくりを加速させる緑の取組方針
本地域において施策を展開する際は、本地域の変化をふまえ、以下の取組方針を特に意識することで、緑の保全・

創出・活用によって、本地域のまちづくりを加速させていきます。

１．歴史をつなぐ ・�神田川の水質改善や河川空間周辺の緑化等を通じて、本区を包む外濠リングの
質を高め、また周辺区へと緑をつなげていきます。

２．空間をつなぐ

・�神田川における舟運活用も見据えながら、水辺の歩行空間の整備、橋を活かし
た河川への眺望確保等を進めます。
・�本地域の骨格である神田川沿いと靖国通り沿道において、水辺とのつながりを
意識して、建築物のデザイン等を促進するとともに、空地の確保、重点的な緑
化によって、潤いを感じられる空間のつながりを創出します。

３．安心をつなぐ ・�荒川・神田川の外水氾濫が発生した場合、本地域の大部分で浸水被害が懸念さ
れるため、緑地において雨水貯留・浸透機能の整備を進めます。

４．�人とまちの縁
えん
を	

つなぐ

・�問屋街としての昔ながらの生業や人の交流を生み、ものづくりやアートの活動
の場となるよう、また増加するファミリー層や子どもが気軽に使えるよう、限
られた緑地を有効に活用していきます。

５．未来につなぐ ・�アダプト団体をはじめ、地域に住み、働き、滞在する多様な人が関わる地域の
緑の維持管理を推進します。

６．�緑とのつながり
を創造する

・�長く地域に暮らす人と新たに住み始めた人、クリエイティブに活動する人など、
様々な人々が集まり、緑に関する活動に関わりながら、新たな文化やコミュニ
ティを育むような機会の充実を図ります。
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4　緑の取組方針図
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77　大手町・丸の内・有楽町・永田町地域　大手町・丸の内・有楽町・永田町地域

1　本地域の特性
自然的環境
・�皇居や内濠、日本橋川など、水と緑に囲まれています。かつて入江であった東側の大手町・丸の内・有楽町・日
比谷周辺エリアと、台地上に位置する西側の永田町・霞が関エリアに大別されます。地域の南西では崖線が形成
されており、大手町は日本橋川に接しています。

土地利用
・�大手町・丸の内・有楽町・日比谷周辺エリアは、世界有数のビジネス拠点であり土地の高度利用が進んでいます。
大名屋敷が立ち並んでいた街区構造を継承し、広幅員道路が直交し、大きな街区が形成されています。
・�永田町・霞が関エリアは、大名屋敷が立ち並んでいた街区構造を基に、明治期以降の官庁集中計画に基づいた街
区構造となっており、大半のエリアで政治・行政・司法機関の大規模な建築物が立ち並んでいます。

緑の現況
・�大手町・丸の内・有楽町・日比谷周辺エリアは、都市開発諸制度が活用され、大規模・質の高い公開空地が数多
く創出されています。行幸通りをはじめ、広幅員道路に街路樹が整然と並び、品格ある景観が形成されています。
・�永田町・霞が関エリアでは、官公庁の敷地において、屋上緑化を含む緑化が行われています。日枝神社周辺では
斜面樹林地が形成されています。
・�こうした緑の分布により、大規模な建築物が建ち並ぶエリアでありながら、皇居、皇居外苑、日比谷公園等を除くと、
千代田区内で最も緑被が多い地域となっています。

これまでの特徴的な取組み

■Marunouchi Street Park
・�区道である丸の内仲通りの芝生化や屋外客席の設置による道路空間利用を展開する取組みで、エリアマネジメン
ト団体や企業等によるMarunouchi Street Park実行委員会によって開催されました。

緑被率(%) 大丸有・永田町 23.89
(区平均) 23.22

公開空地　面積(ha) 大丸有・永田町 25.325.3
(7地域平均) 6.6

身近な公園（区立公園）面積(ha) 大丸有・永田町 0.5
(区全域) 1.6

区民意識（みどりが多いまち）(%) 大丸有・永田町 36.3
(区平均) 22.1

在勤・在学者意識（緑が多い）(%) 大丸有・永田町 7
(区平均) 6.5

※区民意識は麹町・番町と大丸有・永田町は同地区。飯田橋・富士見は皇居等の範囲を除く。

 町丁目別緑被率
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2　本地域が見据える変化　※千代田区都市計画マスタープラン「これからのまちづくり」より
・�先駆的なエリアマネジメント活動の活性化
・�都心の複合的な魅力創造によって、滞在する人が増加・多様化
・�都心の風格ある景観を保全・継承する開発等の進展

3　本地域のまちづくりを加速させる緑の取組方針
本地域において施策を展開する際は、本地域の変化をふまえ、以下の取組方針を特に意識することで、緑の保全・

創出・活用によって、本地域のまちづくりを加速させていきます。

１．歴史をつなぐ

・�皇居外苑や日比谷公園、崖線や日枝神社の緑など本区の骨格となる緑を保全し、
将来にわたり継承します。
・�内濠周辺においては、周辺街路も含め格調高い景観を継承していくともに、水
質改善に取組みます。

２．空間をつなぐ

・�日本橋川の橋詰や川沿いの空地を水辺への眺望点、サード・プレイスやイベン
ト空間、また、神田方面の結節点として整備を図ります。
・�開発事業にあたっては、高質な空地の創出を誘導し、屋内空間と屋外空間の連
携の取れた快適な都市空間の形成を図ります。
・�丸の内仲通りや日比谷通りでは、沿道に連続する緑を創出し、神田や新橋・虎
ノ門など周辺エリアとの回遊性を高めます。
・�日比谷公園と周辺の道路、街区については、内幸町の開発事業等との連携により、
公園とまちが一体となり回遊性の高い街区となるよう多様な関係者と協議を進
めていきます。
・�永田町・霞が関エリアでは、街路樹と官庁用地の緑を連携させながら、適切に
維持管理・更新することで、整然とした街並みを継承していきます。

３．安心をつなぐ

・�大規模災害時における災害対応の重要な活動空間として、広幅員道路や大規模
な緑地を活用します。
・�荒川の氾濫が発生した場合、浸水被害が懸念されるため、雨水貯留・浸透機能
を備えた緑の整備を重点的に実施します。

４．�人とまちの縁
えん
を	

つなぐ

・�都市再生の動きや首都高速道路の地下化、東京高速道路の緑道化等の周辺区に
おける開発と連動しながら、国際的なビジネス交流、都心における新たなスタ
イルの滞在・活動の広がりに対応し、多様な人が緑に触れ、豊かな時間を過ご
すことのできる緑地を創出します。
・�企業やエリアマネジメント団体等との連携により、道路や公開空地等を積極的
に活用しながら、新たな交流機会を様々な方法で提供していきます。
・�常盤橋公園は、史跡としての歴史性を継承しつつ、水辺の特性を活かしながら
東京駅の新たな玄関口として神田・日本橋エリアとの回遊性に貢献する再整備
を進めます。

５．未来につなぐ ・�エリアマネジメント団体等と連携し、創出された高質な緑地を、多様な人が関
わりながら、維持管理していきます。

６．�緑とのつながり
を創造する

・�エリアマネジメント団体等による先進的・革新的な取組み、社会実験等と積極
的に連携を図ります。区内の他地域への展開も見据えながら、本地域で得られ
た成果を蓄積・検証していきます。
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4　緑の取組方針図
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11　計画の推進体制　計画の推進体制

1　計画の推進の基本的な考え方
本区の緑が多様な機能を発揮するには、様々な主体が個々に取

り組むだけでなく、互いに連携しながら、限られた資産や人材を
有効に活用していくことが必要となります。区は、様々な主体の
連携の促進と支援に積極的に取り組みます。
具体的には、区民や企業、大学、エリアマネジメント団体等、
本区のまちづくりを担う主体と協働するとともに、在勤・在学者
や来訪者等が緑の活動に参画できる機会づくりを進めます。また、
東京都、国、周辺区との連携を強化していきます。
取組みを展開する上では、都市緑地法や都市公園法、都市再生
特別措置法等の各種制度を活用するとともに、エリアマネジメン
トや地区計画、アダプト制度等によって区民等との連携体制を構
築します。区自主財源の活用だけでなく、東京都や国からの支援・
助成、民間活力等の活用など、多様な手法で取組みのための財源
を確保していきます。また、区民や企業等に対しては、区から支援・助成を行うとともに、ガイドライン等を活用して、
より良い取組みを誘導していきます。
さらに、社会の変化等に応じて、様々な取組みを改善、より充実させていくため、本区の緑に関するデータを収集、
分析していきます。

2　区民・企業等との連携
区民、企業等に対して、本計画が目指す緑の将来像への理解を求めるとともに、区民・企業等の自主的な取組み、
創意工夫に対する支援の充実に努めます。また、緑の活動団体やエリアマネジメント団体等が立案した地域におけ
る緑の取組み、社会実験等に対して、区も積極的に連携を図ります。

3　都・国・周辺区との連携
地域の実情に精通する基礎自治体として、また首都東京のフロントランナーとして、東京都と国に対して、本計
画に基づく緑施策との連携、参画を働きかけていきます。道路や公園をはじめ都や国の施設等における緑化や緑地
の創出、河川管理等、東京都が担う開発指導等の行政事務において、積極的に連携を図ります。さらに、区内にお
ける都や国による取組みによって創出される緑の状況等を本区においても把握し、区の取組みとの連携によって、
より良い緑が創出されるときには、区から積極的に働きかけていきます。
また、本区が隣接する周辺区とは、行政界をまたぐ道路の一体的・連続的な緑化に向けた協議や先進的な取組み
等についての情報共有など、連携を一層深めていきます。
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各種制度
の活用

多様な主体
との連携

データの
収集、分析

財源の確保

 計画の推進に必要な要素
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22　計画の進行管理　計画の進行管理
本計画は概ね20年後を展望する長期的な計画です。しかし、
社会・経済状況の急激な変化、人々のニーズの多様化、緑とオー
プンスペース等に関わる新たな制度の創設などにも機動的に対応
する必要があります。そのため、定期的に取組状況を把握しなが
ら、必要な見直しを検討する必要があります。
具体的には、５年ごとに、施策の進度、目標値の達成状況等を
確認、評価し、必要に応じて、計画に位置づけられる施策の見直
しを図ります。計画の中間期にあたる概ね10年後に、本計画全
体の中間見直しを検討し、見直しが必要となる場合には区民・企
業等の意見を幅広く反映します。計画期間が終了する概ね20年
後には、20年間の計画の成果を評価した上で、計画の改定を検
討します。
また、上位計画である本区の基本構想・基本計画、都市計画マ
スタープランや、東京都が定める緑に関する計画等との整合・連
動を図り、当該計画の見直しが行われる場合には、本計画の見直
しの必要性をその都度検討します。

改善・見直し
ACT

計画
PLAN

実行
DO

点検・評価
CHECK

上位・関連計画

整合・連動した見直し

定期的な見直しによる、社会の変化に対応した計画の運用

施策の進度等に応じた見直し

PDCAサイクルによる、取組みの継続的な改善

概ね５年後
施策の確認・評価

概ね1５年後
施策の確認・評価 計画改定

概ね20年後概ね10年後
中間見直し

 PDCAの考え方

 定期的な取組状況の把握と見直し検討による計画の進行管理
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33　緑施策の進化に向けて　緑施策の進化に向けて

1　最新の状況の継続的な把握とデータの分析・活用
人・まち・社会の変化に応じて柔軟に緑施策を改善していくため、最新の状況の把握に努め、エビデンスに基づ

く施策立案（EBPM）を進めます。具体的には、定期的な緑被状況の調査とGIS（地理情報システム）等を活用した詳細
分析、緑に関する区民意識の継続的な調査を実施するとともに、緑やオープンスペースの活用状況などエリアマネ
ジメント団体等が収集、作成するデータについても積極的な活用を図ります。
また、本区における緑をより快適に楽しめるものとするため、企業・大学等と連携し、デジタル技術を活用して
緑の位置や種類、生物多様性等に関する情報の発信に取り組みます。

2　社会実験と社会実装の展開
エリアマネジメント団体等による創造的・革新的な緑の取組みの試行を、未来につながる社会実験と位置づけ、
区としても積極的に支援していきます。あわせて、成功した取組み、先進的な取組みを、区内他地域へ波及させ、
社会実装していくための支援や制度の構築を図ります。

3　制度や体制の見直しと創設
緑地の保全創出、緑化、緑の活動への支援等について様々な制度を運用していますが、区民や企業等のニーズ、

まちの変化等に応じて、柔軟に見直すとともに弾力的な運用を図り、また必要な制度や体制の創設を検討していき
ます。

- 民間による創意工夫 -
近年、本区では民間による質の高い緑の創出が進んでいま
す。
令和２（2020）年、Marunouchi Street Park実行委員会
による「丸の内ストリートパーク2020」が、国土交通省の「グ
リーンインフラ大賞」の都市空間部門における「国土交通大臣
賞」を受賞しました。この取組みは、丸の内仲通りの区道部
における天然芝の敷設、飲食店舗の屋外客席の増設等を行う
とともに、快適な外歩きWEBサービス「TOKYO OASIS」の
建物や樹木の日陰ルートを検索できる機能を活用したもので
あり、産官学の多様な主体が連携して実施したことや、緑の
多機能性を人流および温湿度センサーやアンケートによって
検証した点が評価されています。
こうした民間による創意工夫が今後も期待され、行政も積
極的に支援していくことが求められます。


